
   部会設置（案）  （１）検討課題及び検討体制の整理 

【検討課題の整理】 検討課題について、アンケート意見等も踏まえ、大規模地震・津波災害 
                発生後に想定される状況と関連づけて整理。 

想定される状況 検討課題 

Ⅰ．道路・港湾・空港機能の早期復旧 

Ⅱ．電力・石油燃料や物資等の供給確保 

Ⅲ．情報共有や非常通信手段の確保 

Ⅳ．災害対応課題検証や対応力向上 

道路・港湾・空港機能の被災により被災者救助・救援や社会基盤の応急復旧
等の災害対応活動の展開が困難となる。 

支援物資物流の停滞や停電の長期化、石油・ガス等燃料の供給停止により
被災地の生活や復旧活動の維持が困難となる 

情報の錯綜や通信手段の喪失により、的確な被災・復旧状況の把握、関係機
関相互の連携が取れず、迅速・効果的な応急復旧の展開が困難となる 

災害対応における課題の改善や連携等に関する経験・ノウハウの蓄積が無く、 
現場の混乱、対応活動の停滞等が生じる 

【検討体制の整理】 検討課題に関連する部会を設けて、検討・取組を進める事を基本とする。 
                部会案は、災害対応に関する既設の検討会やアンケート意見を踏まえて整理。 

Ⅰ．道路・港湾・空港機能の早期復旧 

Ⅱ．電力・石油燃料や物資等の供給確保 

Ⅲ．情報共有や非常通信手段の確保 

Ⅳ．災害対応課題検証や対応力向上 

①直轄国道の早期復旧に関する検討 
②主要港湾の早期復旧に関する検討 
③那覇空港の早期復旧に関する検討 

④石油等燃料の供給に関する検討 
⑤電力の供給に関する検討 
⑥災害時支援物資物流に関する検討 

⑦情報共有、非常通信手段確保に関する検討 
⑧地理空間情報の共有に関する検討 

⑨災害対応策の検証や対応力向上に関する検討 

１ 
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    部会設置（案）  （２）提案部会の概要 
【部会案の概要】  
ＮＯ 部会名 検討概要 検討体制 

（下線は幹事機関） 
当面のスケジュール 

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

（Ⅰ）
① 

直轄国道の啓開・復
旧のあり方検討部会 

道路啓開、利用者への情報提供、道
の駅の防災拠点化等の検討 

沖総局（道路管理課）、沖縄県、沖縄県警、那覇
市、沖縄市、名護市、西日本高速道路（株） 

（Ⅰ）
② 

主要港湾の啓開、機
能復旧のあり方検討
部会 

生活物資、復旧資機材、広域支援受
入に必要な港湾機能の啓開・復旧策
の検討 

学識経験者、沖総局（港湾空港防災・危機管理
課）、沖縄県、港湾管理者、港湾利用関係者、 
など 

（Ⅰ）
③ 

 

（調整中） 

那覇空港の機能復旧
のあり方検討部会 

(調整中） 

生活物資、復旧資機材、広域支援受
入に必要な空港機能の復旧策の検討 

（調整中） 

沖総局（空港整備課）、大阪航空局那覇空港事
務所、など 

（Ⅱ）
④ 

石油・ガス部会 石油製品の確保や供給方法、供給に
必要な要員、資機材の調達、関係者
の協力・連携に関すること 

沖総局（石油・ガス課）、沖縄出光（株）、南西石
油（株）ＪＸ日鉱日石（株）、ＥＭＧマーケティング
（株）りゅうせき、沖縄県石油商業組合マルヰ産
業（株）、（社）沖縄県高圧ガス保安協会 

（Ⅱ）
⑤ 

 
電力部会 

社会・経済を支える基幹インフラとして
の電気エネルギーの安定供給、早期
停電復旧方策の検討 

沖総局（エネルギー対策課）、沖縄電力（株） 

（Ⅱ）
⑥ 

災害時の支援物資物
流に関する検討部会 

支援物資物流の輸送や在庫管理等に
ついて、広域拠点のリストアップ及び
官民連携・協力体制の検討 

沖総局（総務運航課）、沖縄県、沖縄県トラック
協会、沖縄県倉庫協会 

（Ⅲ）
⑦ 

（調整中） 

非常時通信手段、情
報共有方策に関する
検討 

(調整中） 

非常時における情報通信手段の確保
や災害時情報の共有策に関する検討 

（Ⅲ）
⑧ 

地理空間情報の共有
に関する検討 

円滑な災害対応に資する地理空間情
報の共有に関する検討 

 
国土地理院、沖総局（防災課） 

（Ⅳ）
⑨ 

 
訓練検討部会 

 

課題検証、災害対応力向上に資する
訓練の企画・立案等 

【コア機関（国・県機関）】 
沖総局（総務課、防災課）、沖縄県 
【連携機関】提案機関、関係部会など 

H24.8  発足 

H24.12発足 

H24.11 発足 

調整中 

※部会は、検討実施状況等により構成機関、スケジュール等を見直すことがある。 
※連絡会構成機関は、部会所属の有無に拘わらず、所掌事業に関する調査、情報提供等の協力に努めるものとする。 ２ 

H25.2 発足 

H25.2 発足 

H25.2 発足 

H24.1 発足 

H23.2  発足 
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     部会設置（案）  （３）今後の進め方 
【今後の進め方】  

○部会の設置により、今後、連絡会活動が具体化することを踏まえ、取組・検討内容の確認や 
     共有が図れるよう、平成２５年度以降は、各年度の活動結果をとりまとめる。 
○検討課題、検討体制（部会）は、連絡会活動の進捗状況等により適宜見直す。 

※検討に使用する地震・津波外力は、現時点では内部検討用の暫定値。 

検討課題 検討結果（連絡会活動成果） 検討体制（部会） 

大
規
模
地
震
・津
波 

災
害
の
発
生 

Ⅰ．道路・港湾・空港 
   機能の早期復旧 

①直轄国道の啓開・復旧のあり方検討部会 
②主要港湾の啓開、機能復旧のあり方検討部会 
③那覇空港の機能復旧のあり方検討部会 

Ⅱ．電力・石油燃料や 
    物資等の供給確保 

④石油・ガス部会 
⑤電力部会 
⑥災害時の支援物資物流に関する検討部会 

Ⅲ．情報共有や非常 
        通信手段の確保 

⑦（仮）災害時の情報共有や通信手段の確保に関 
      する検討 
⑧地理空間情報の共有に関する検討 

Ⅳ．災害対応課題検 
        証や対応力向上 

⑨訓練等検討部会 

○部会等成果の共有   

○大規模災害応急復旧対応に 
    おける情報共有、連携体制 
    の構築 

→各機関の防災業務計画  
  見直し等への活用 
→より実効性の高い災害 
    対応手順の作成 

○課題検証、情報共有や連携体制 
  構築等について、訓練等による 
   継続的なフォローアップ 

・テーマ・ 
 部会間等 
 の成果の 
 整合 
 
・相互調整 
 等による 
 課題改善 
 
 
 
 
 
 

部会構成
機関以外
の機関の 
協力など 

    
 
迅速な被災者の救助・救援活動の支援 
被災地域の早期復旧・復興の支援 

（活動目的） 

検討・取組のイメージ 

３ 

資料－３ 
130206 第2回 沖縄防災連絡会 


